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「高機動型 ドローンポーター」の性能などに
ついて

説明する榎本さん =i東庄町

機
動
性
一面
め
ド
爾
薔
ン
運
用

綱齢
験
災
害
、警
備
専
用
車
両
で
即
応

東
庄
町
で
ド

ロ
ー
ン
教
習
所
を
運
営
す

る

一
般
社
団
法
人
国
際
ド

ロ
ー

ン
協
会

（東
京
都
）
は
、
災
害
支
援
や
巡
回
警
備

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
に
即
応
で
き
る
ド

ロ
ー
ン
業
務
専
用
車
両

「
高
機
動
型
ド

ロ

ー
ン
ポ
ー
タ
ー
」
を
お
披
露
目
し
た
。
車

両
に
は
、
車
両
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所
で

い

Ａ

の
ド
ロ
ー
ン
操
作

・
監
視
を
可
能
に
す
る

ド

ロ
ー
ン
ド

ッ
ク
を
搭
載
。
す
で
に
７
月

の
ロ
シ
ア

ｏ
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
付
近
で

の
巨
大
地
震
に
伴
う
津
波
警
報

に
関
連
し

て
出
動
、
音
声
に
よ
る
注
意
喚
起
を
展
開

し
て
お
り
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

（中
瀬
健
太
）

町
内

の
ド

ロ
ー

ン
教

習
所

「
東
庄
町
ド

ロ
ー
ン
パ
ー
ク
」

で
行
わ
れ
た
発
表
会
で
は
同
協

会
や
同
町
の
関
係
者
が
登
壇
。

同
協
会
と
新
明
工
業
（愛
知
県
）

が
共
同
開
発
し
た
車
両
の
性
能

に
つ
い
て
説
明
し
た
。
同
協
会

代
表
理
事
の
榎
本
幸
太
郎
さ
ん

は

「
ド

ロ
ー
ン
は
災
害
現
場
な

ど
に
い
ち
早
く
急
行
す
る
機
動

性
が
重
要
。
車
に
ド

ロ
ー
ン
の

ユ
ニ
ッ
ト
を
直
接
取
り
付
け
現

場
に
向
か
い
、
撮
影
す
る
こ
と

が
非
常
に
有
益
だ
と
考
え
車
両

を
開
発
し
た
」
と
あ
い
さ

つ
。

新
明
工
業
側
は

「
今
後
も
連
携

を
取
り
な
が
ら
世
の
中
に
役
に

立

つ
車
を
作

っ
て
い
き
た
い
」

と
展
望
を
示
し
た
。

ド
ロ
ー
ン
ポ
ー
タ
ー
に
は
、
Ｄ

Ｊ
Ｉ
社
製
の
ド
ロ
ー
ン
の
離
着

陸
や
充
電
が
可
能
な
ド
ロ
ー
ン

ド
ッ
ク
が
２
台
搭
載
さ
れ
て
い

る
。
遠
隔
地
か
ら
の
操
作
に
よ

リ
ド
ロ
ー
ン
２
機
の
交
互
飛
行

が
可
能
で
、
バ
ッ
テ
リ
ー
切
れ

の
心
配
が
な
く
長
時
間
の
巡
回

や
調
査

。
点
検
業
務
を
実
行
で

き
る
。

今
後
取
り
組
む
ド

ロ
ー
ン
事

業
に
つ
い
て
向
後
喜

一
朗
副
町

長
は
、
児
童
生
徒
の
下
校
を
見

守
る
た
め
、
現
場
に
配
置
す
る

だ
け
で
遠
隔
地
か
ら
操
縦
可
能

な
ド

ロ
ー
ン
ド

ッ
ク
と
ド

ロ
ー

ン
を
町
内
の
小
中
学
校
各
１
校

に
２
機

ず

つ
設
置
す
る

と
説

明
。
国
の
未
来
技
術
社
会
実
装

事
業
に
採
択
さ
れ
た

「利
根
川

を
利
用
し
た
ド

ロ
ー
ン
に
よ
る

物
流
ル
ー
ト
設
置
事
業
」
の
準

備
を
進
め
て
い
る
こ
と
も
報
告

し
た
。

カ ッチュウ

黄金色
｀
勝中米、収穫

2年生70人 実り感じ作業に汗

勝
浦
市
立
勝
浦
中
学
校
の
２

年
生
約
７０
人
が
３
日
、
市
内
の

大
森
地
区
の
田
ん
ぼ
で
稲
刈
り

を
体
験
し
た
。
ジ
ャ
ー
ジ
ー
姿

の
生
徒
ら
は
、
自
分
た
ち
で
作

付
け
し
た

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
苗
が

約
４
カ
月
で
黄
金
色
に
実

っ
た

の
を
感
じ
な
が
ら
、
″
勝
中

（カ

ッ
チ

ュ
ウ
）
米
″
の
稲
穂
を
鎌

生
徒
た
ち
は
、
水
田
約
１０
げ
‐

を
提
供
し
て
い
る

コ
メ
農
家
、

汗
を
流
し
な
が
ら
稲
を
鎌
で
刈
り
取
る

勝
浦
中
の
生
徒
ら
＝
３
日
、勝
浦
市

渡
辺
浩
臣
さ
ん
（７２
）か
ら
稲
の

刈
り
方
や
、
穂
の
東
を
作

っ
て

竹
ぎ
お
に
天
日
干
し
す
る

「
小

田
掛
け
」
ま
で
を
教
わ
り
、
黙

々
と
作
業
を
行

っ
た
。
同
校
な

ど
に
よ
る
と
、
約
４
８
０
キ
ロ
（
８

俵
分
）
の
収
量
が
見
込
ま
れ
、

一
部
は
１０
月
上
旬
に
、
市
内
の

小
中
学
校
な
ど
の
学
校
給
食
と

し
て
提
供
さ
れ
る
。

自
石
華
波
さ
ん
（
１４
）
は

「
稲

刈
り
は
初
め
て
。
私
た
ち
が
普

段
食
べ
て
い
る
お
い
し
い
ご
飯

は
、
農
家
が
大
変
な
思
い
を
し

て
生
産
し
て
く
れ
た
お
か
げ
な

ん
だ
と
身
を
も

っ
て
経
験
で
き

た
」
と
う
な
ず
い
た
。
島
村
淳

さ
ん
（
１４
）
は

「
貴
重
な
体
験
と

な

っ
た
。
稲
刈
り
し
て
そ
の
苦

労
や
あ
り
が
た
み
を
実
感
で
き
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鴨
川
市
議
会
は
議
会
改
革
の

一
環
と

し
て
、
市
民
に
議
員
の
定
数
と
報
酬
に

/ヽ、

＾

】
一

ズ

」

と
振
り
返

っ

稲
刈
り
体
験
は

年
前
か
ら
郷
土
蓉

を
目
的
に
独
自
Ｆ

い
る

「
郷
育

（六

ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の

た
ち
は

「
総
合
納

間
」
の
授
業
券
着

旬
に
田
植
え
を
―′

市
民
会
館
解
繊

【
茂
原
市
】
定

日
開
会
。
市
は
、

と
旧
中
央
公
民
館

の
契
約
締
結
案
わ

基
金
積
み
立
て
な

７
６
万
円
を
追
加

一
般
会
計
補
正
尋

度
の
各
会
計
決
笛

計
１６
議
案
を
提
董

会
期
は
１８
日
幸

間
は
１０
～
１２
日
。

は
次
の
通
り
。

（
１０
日
〉
河
野

英
美

諮
問
を
受
け
、
正
副
議
長
と
一

除
く
市
議
１５
人
が
特
別
調
査
一
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